
 

 

 
- 1 - 

©Kawaijuku Educational Institution. 
 
 

 

 

 

  

2021/10/01 
 

日本私立学校振興･共済事業団がこのほど 2021 年度の私立大学・短期大学の入学志願動向の調査結果を発表

した。志願者数は大学、短期大学ともに大きく減少した。合格者数は大学で昨年に引き続き増加、短期大学で

は減少した。以下、調査結果から浮かび上がった 2021 年度入試の特徴を振り返る。 

 

■私立大の志願者は前年から１割以上減少 

2021 年度の私立大の延べ志願者数は

3,834,862 人となり、前年から約 53 万３

千人減（前年比 87.8％）となった【表１】。

2021 年度は受験人口の減少に加え、コロ

ナ禍での入試となったため、感染拡大に対

する懸念や、家庭の経済状況悪化により出

願校を絞った受験生が例年以上に多かっ

たとみられる。 

一方、合格者数は 1,437,906 人となり、

前年から約９万人増（前年比 106.6％）と

大きく増加した。各大学が入学者を確保す

るため、多くの合格者を出した様子がうか

がえる。規模別に状況を確認すると、入学

定員 1,500 人以上の大規模大で合格者数

が大きく増加した一方、入学定員 400 人未

満の小規模大は合格者数が減少した。 

なお、合格者数は増加したものの、入学

者数は 494,213 人と前年から約９千６百

人減（前年比 98.1％）となった。入学定

員は増加しているため、定員充足率は

99.8％と 100％を下回った。 

私立短期大の志願者数は 60,363 人

と前年から約９千７百人減（前年比

86.2％）と私立大以上の減少率となっ

た【表２】。短期大では学校数減少に

ともない入学定員が減少しているが

志願者数、入学者数はそれ以上に減少

しており、定員充足率は 82.6％と過去

30 年で最も低い数値となった。 

 

■定員割れ大学の割合は 46％に 

【グラフ３】は私立大の定員割れ学

校数の推移である。 

定員割れ大学の割合は 2017 年度か

ら下降を続けていたが、今春は 46.4％

にまでアップした。前年までの定員割

れ大学の減少は定員超過のペナルテ

ィが厳格されたことで、都市部の大規

模大を中心に定員超過が是正された

【表１】私立大入試の実施状況 

年度 大学数 入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 定員充足率

12 577 455,780 3,198,128 3,074,603 1,117,758 474,893 104.2% 

13 576 458,456 3,390,069 3,266,422 1,147,178 483,957 105.6% 

14 578 460,251 3,464,428 3,329,843 1,195,738 477,630 103.8% 

15 579 463,697 3,513,499 3,376,430 1,241,262 487,064 105.0% 

16 577 467,494 3,629,273 3,489,799 1,245,865 488,210 104.4% 

17 581 477,662 3,882,572 3,732,227 1,238,559 499,677 104.6% 

18 582 484,986 4,158,500 3,999,537 1,211,515 497,778 102.6% 

19 587 487,065 4,424,451 4,245,788 1,250,195 500,085 102.7% 

20 593 491,012 4,368,215 4,174,803 1,348,517 503,830 102.6% 

21 597 495,162 3,834,862 3,663,962 1,437,906 494,213 99.8% 

※日本私立学校振興・共済事業団資料より（表２～表６も同様） 

 

 

【表２】私立短大入試の実施状況 
年度 大学数 入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 定員充足率

12 330 68,899 96,664 94,681 74,918 60,678 88.1% 

13 324 66,564 98,087 96,011 75,077 61,296 92.1% 

14 320 64,664 93,377 91,398 72,672 58,561 90.6% 

15 315 62,464 89,349 87,680 71,585 57,951 92.8% 

16 311 61,251 83,116 80,684 67,381 55,171 90.1% 

17 304 59,116 78,338 76,130 64,244 53,389 90.3% 

18 301 58,161 75,631 73,494 61,904 51,214 88.1% 

19 297 55,892 72,583 70,384 59,527 48,704 87.1% 

20 291 53,717 70,019 67,796 57,871 46,901 87.3% 

21 286 52,242 60,363 58,331 53,452 43,132 82.6% 

 

２０２１年度入試情報 

私立大 定員割れ大学の割合が大きく上昇  
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【グラフ３】私立大 定員割れ学校数の推移
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ためで、その結果、他大の入学者数が増えていた。今春は志願者の減少幅が大きかったため、入学者の確保が

できなかった大学が増えたものとみる。さらに問題なのは、定員充足率が 80％未満の大学が増加しているこ

とで、入学定員 100 人未満の小規模大では全体の４割が該当する。定員割れ短期大学の割合は 83.6％（前年

73.9％）とこちらも前年から大きく上昇した。今春はこれまで以上に定員の充足が厳しい状況であった。 

 

■小規模大・地方大で定員割れの状況が深刻 

【表４】は定員充足率を大学の規模別にみたものである。入学定員 600 人以上の比較的規模の大きい大学で

は定員充足率は 100％に近い数字になっている一方、定員規模が 600 人未満の大学では充足率が 100％を割っ

ており、なかでも入学定員 100 人未満の大学では定員充足率は 87.2％と入学者が確保できなかった様子がう

かがえる。 

【表５】は定員充足率を大学の所在地別にみたものである。東京や京都・大阪など都市部の充足率は 100％

に近い数値になったが、北陸や九州などでは定員充足率が 100％を割った。なかでも四国の充足率は 87.2％と

低さが目立つほか、中国の充足率も広島県を除けば 87.9％と四国と同様の状況になっている。 

 

 
【表４】私立大 規模別 定員充足率 

入学定員規模 大学数 入学定員 入学者数 
定員 

充足率
100 人未満 37 2,599 2,267 87.2% 

100 人以上 200 人未満 110 15,718 14,865 94.6% 

200 人以上 300 人未満 85 20,527 20,016 97.5% 

300 人以上 400 人未満 73 25,116 23,911 95.2% 

400 人以上 500 人未満 40 17,677 17,507 99.0% 

500 人以上 600 人未満 41 21,957 21,694 98.8% 

600 人以上 800 人未満 45 30,880 31,107 100.7% 

800 人以上 1,000 人未満 33 29,730 30,141 101.4% 

1,000 人以上 1,500 人未満 50 62,398 62,756 100.6% 

1,500 人以上 3,000 人未満 58 119,081 120,611 101.3% 

3,000 人以上 25 149,479 149,338 99.9% 

合 計 597 495,162 494,213 99.8% 

 

 

 

■歯学・薬学で定員充足率の低さが目立つ 

 【表６】は、学部系統別にみた動向

である。歯学系、薬学系の定員充足

率の低さが目立った。近年、これら

の系統では定員割れが続いていた

が、今春はこれまで以上に入学者が

集まらなかったとみられる。なかで

も歯学系は約半数の大学が充足率

80％を下回っている。このほか、農

学系、家政学系、教育学系なども充

足率はやや低くなった。また、表中

にはないが、今春は「国際学部（充

足率 94.0％）」、「国際教養学部（同

92.3％）」、「国際関係学部（同

96.7％）」といった国際系の学部の

充足率も低くなった。 

 倍率（志願者数÷合格者数）は、全学部系統が前年からダウンした。多くの学部系統で倍率が 1.0 ポイント

以上のダウンとなり、競争緩和の様子が色濃く現れた。 

【表５】私立大 地域別 定員充足率 

地域 大学数 入学定員 入学者数
定員 

充足率
北海道 24 10,978 11,037 100.5%

東北 33 13,476 13,266 98.4% 

北関東 24 11,518 12,043 104.6%

南関東（東京除く） 76 54,795 54,519 99.5% 

東京 117 182,291 183,754 100.8%

甲信越 23 5,774 5,661 98.0% 

北陸 13 5,496 5,367 97.7% 

東海 66 45,116 45,191 100.2%

京都・大阪 78 84,730 86,273 101.8%

近畿（京都・大阪除く） 44 27,856 26,633 95.6% 

中国 36 17,828 16,452 92.3% 

四国 9 4,355 3,798 87.2% 

九州 54 30,949 30,219 97.6% 

合 計 597 495,162 494,213 99.8% 

 

【表６】私立大 学部系統別の入試動向 

学部系統 学部数 入学定員 志願者数 合格者数 入学者数 
倍率

(志/合）

定員 
充足率

医学 31 4,091 98,563 9,693 4,099 24.1 100.2%

歯学 17 2,015 7,564 3,563 1,528 3.8 75.8%

薬学 60 11,501 73,580 32,506 10,191 6.4 88.6%

保健系 254 38,143 188,155 80,307 38,130 4.9 100.0%

理・工学系 162 62,626 751,179 281,649 63,192 12.0 100.9%

農学系 25 9,042 78,039 34,714 8,717 8.6 96.4%

人文科学系 245 68,184 520,901 199,642 67,710 7.6 99.3%

社会科学系 526 171,506 1,379,159 490,212 174,183 8.0 101.6%

家政学 83 16,133 60,407 33,126 15,183 3.7 94.1%

教育学 104 17,832 100,983 40,613 16,834 5.7 94.4%

体育学 11 5,040 12,680 7,480 5,106 2.5 101.3%

芸術系 56 14,069 53,220 23,320 14,744 3.8 104.8%

その他 304 74,980 510,432 201,081 74,596 6.8 99.5%

合 計 1,878 495,162 3,834,862 1,437,906 494,213 7.7 99.8%

  


